
　2012－2013年度地区財団奨学金・学友委員会と20
13－2014年度地区補助金小委員会奨学金・学友・ロ
ータリー平和フェローシップ担当グループ第２回合同
委員会開催後に、ロータリー奨学生の為のオリエンテー
ションを開催しました。
　ロータリー奨学生は、オリエンテーションに参加しな

ければならない義務があります。2013－2014年度の
奨学金制度は大きく変更になり、グローバル補助金によ
る奨学生（ロータリー奨学生）は昨年10月に募集、11月
に書類選考、面接試験を行い下記の２名のロータリー候
補生を選考し今年の５月にロータリー財団に申請受理、
承認されました。

　三好副委員長の司会で、北埜委員長の趣旨説明、ロー
タリー奨学生、提唱クラブロータリアンの紹介で始ま
り、続いて高島ガバナーのロータリー奨学生を励ます挨
拶後、それぞれのロータリー奨学生に高島ガバナーから
ロータリー奨学生名刺、ロータリー奨学生徽章、受け入
れクラブへのお土産バッジを贈呈しました。
　次に福田、宮尾ロータリー奨学生からそれぞれの近況
報告、留学後の進路等について話がありました。
　引き続き、阪上副委員長よりロータリー奨学生、提唱
クラブロータリアンの方々に、ロータリー財団の支援の
下に留学していることを常に念頭に置く事、留学中の注
意事項や責務について、また留学後も学友に入りロータ

リーと関わりを持つ事などの説明を行いました。
　最後に、溝畑ロータリー財団委員会委員長より閉会の
挨拶があり、ロータリー奨学生の為のオリエンテーショ
ンを閉会しました。
　会場を移し、先程のオリエンテーションとはがらりと
雰囲気が変わり、ＰＳＣの方々も加わり、泉ガバナーノ
ミニーの乾杯の発声で歓送会が始まりました。
　ロータリー奨学生もようやく緊張感から解放され、Ｐ
ＳＣの方々の留学経験談に耳を傾け、多くの質問をして
いました。
　最後に阪上副委員長のロータリー奨学生へ激励と閉
会の言葉で、歓送会は和やかな雰囲気で終了しました。

財団奨学金・学友委員会 委員長 
2012－2013年度

北埜　登 （東大阪東RC）

2013－2014年度
ロータリー奨学生オリエンテーション報告

日　時　2013年６月２日（日）
場　所　ウェスティンホテル大阪　
出席者　高島Ｇ、大谷財団部門次年度顧問、福家ＧＥ、泉ＧＮ、溝畑ＤＲＦＣ、宮里地区補助金小委員会次年度委員長、
　　　　梅崎次年度担当グループリーダー、田中提唱クラブロータリアン（大東ＲＣ）、福田ロータリー奨学生、宮尾ロ
　　　　ータリー奨学生、財団奨学金・学友委員会副委員長、委員　他

福田真弓 ロータリー奨学生
重 点 分 野：
留 学 機 関：
支 援 期 間：
提唱クラブ：
受け入れクラブ：
奨　学　金：

疾病予防と治療
Harvard School of Public Health
１年間
千里ＲＣ
Evening Downtown Boston RC
74,000㌦（内クラブ拠出金4,000㌦）

宮尾真梨子 ロータリー奨学生
重 点 分 野：
留 学 機 関：

支 援 期 間：
提唱クラブ：
受け入れクラブ：
奨　学　金：

平和と紛争予防／紛争解決
Monterey Institute of International
Studies Graduate School of
International Policy and Management
１年間
大東ＲＣ
Carmel by the Sea RC
43,400㌦
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